
　2022シーズン、ホームゲーム会場でクラブ史上初となる
『センサリールーム』を設置しました。

　センサリールームとは、
視覚・聴覚など感覚過敏の症状がある人やその家族が、

周辺環境に左右されることなく、安心して過ごせる部屋のことです。
　通常のスタンド観戦にハードルを感じられるご家族においても、

センサリールームを活用いただくことで
お楽しみいただきたいと設置トライアルを行いました。
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2022年11月26日（土）、町田市庁舎
で行われた『町田市市民協働フェスティ
バル まちカフェ！』にゼルビーが参加しま
した！
今回のまちカフェ！テーマは「仲間とつ

くる新たな未来　～エールをつなごう心の
ブレンド～」
その思いが強く伝わってくるほどに、多

くの地域活動団体が繋がり、協力しなが
ら運営され、来場された市民の皆さまと楽
しく交流されている様子が印象的でした。
ゼルビーも各ブースをまわりながら、た

くさんの方と交流をさせていただきました！
そして『夢 collectionまちだファッショ

ンショー』に出演依頼をいただき、モデル
としての大役を務めさせていただきました。
町田市内には数多くの地域活動団体の

方々が活躍されています！
「こんなことをやってみたいな！」「こんな
ことができる街にしていきたい！」そういっ
た思いを形にできること、サポート体制が

充実していることも町田の大きな魅力です！
皆さまも町田でやってみたいこと、実現

したいことはありませんか？ ぜひＦＣ町田
ゼルビアへご相談ください。

11月26日の町田市庁舎には、5,600 名以上
の方が来場されたと伺いました。会場には68も
のブースがあり、ホームタウン活動でお世話になっ
ている方とお会いできたり、初めてお会いする方
と交流ができたり、私たちスタッフも楽しめるイ
ベント会場でした。
そしてメインイベントの「まちだファッション

ショー」では、ゼルビーとクラブスタッフが堂々
と歩いている姿が誇らしく、嬉しかったです。
開催にあたり、事前に何度もミーティングを重
ねて準備をしてくださった実行委員会の皆さまた
ちに感謝です。
今シーズンもたくさんの地域団体の方 と々連携
をして町田を盛り上げていきたいと思います！野本倫央

担当スタッフ
コメント

ゼルビーが『町田市市民協働フェスティバル
ままちカフェ！』に参加！！

町田警察署より感謝状授与
　2022年12月8日（木）に行われた「秋の交通功労
者等表彰式」において、警視庁町田警察署署長・町田
交通安全協会会長連名の感謝状を授与いただきました。
こちらの感謝状は、地域の交通安全活動を積極的に
推進し、交通事故防止に貢献した
個人や団体へ送られるものです。
これからもＦＣ町田ゼルビアは地
域の安全を守るための活動を積極
的に取り組んでいきたいと思います。

1月22日（日）、ゼルビーが子どもセンターただONに
て行われた『ただONパーティー9』に参加しました。
開館 9周年イベントとして行われた今回のイベントでは、

子どもセンターただONスタッフの皆さまと一緒に、地域
の子どもたちや保護者の方々も運営に携わり、様々なアト
ラクションを用意して来場者を楽しませてくれました。

キッズルームでは保護者の方同士が子どもを見守り
ながらゆっくりとお話されている姿が多くありました。
こういった施設やイベントがあることで知り合うこと
ができたり、ちょっとした相談ができる間柄になった
りと地域の中で関係性がうまれていくことを改めて実
感することができました。
そして、そういった方々が繋がるきっかけや共通の
話題が「ＦＣ町田ゼルビア」になれるよう頑張ろう！
と改めて考えたゼルビーでした。

ゼルビーが『ただONパーティー9』
に参加
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ゼルビアアシストについて

ゼルビアアシストは、ＦＣ町田ゼルビアとともに実現していく
街づくりへのアシスト（協働・地域貢献）プラットフォームです。

次世代へと繋げる魅力的な街づくりを共に行いましょう！
皆さまからのアシスト（協賛）お待ちしております。
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地域環境の向上や
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太田宏介選手が母校を訪問
2022年11月29日（火）、太田宏介選手が母校である

町田市立小川小学校を訪問し3年生と交流をしました。
太田選手は校門を入ると早速、「懐かしい！変わらないで

すね。家もすぐ近くだったんですよ。」と久しぶりの母校を
懐かしんでいました。
体育館に移動するとこの日を楽しみにしていたという3

年生が、大きな拍手で出迎えてくれました。
交流会では、太田選手が35歳となった今も現役でプ

レーできる理由について、「誰にも負けないくらい練習をする
んだという気持ちや母親に恩返しをしたいという強い気持
ちを持って努力を続けてきました。その中で、夢や目標に
向かってチャレンジすることがとても大事です。苦しいこと
や大変なこともあるけれど、チャレンジすることで自分にとっ
て得意なこと苦手なことを学ぶことができる。それが今も
モチベーションとなってプレーできています。」と語りました。
講話の後は、左足のキックを披露！鋭く曲がりピンポイン

トでターゲットに向かっていくボールの軌道に大歓声が上が
りました。

「ゼルビア朝礼」を開催中！
コロナ禍により実施ができなかった「ゼルビア朝礼」
が復活！
ゼルビーとＦＣ町田ゼルビア地域振興スタッフが町田
市内郵便局長の皆さまと共に、小学校の朝礼を訪問し、
夢や目標についてのお話とゼルビアコールを実施してお
ります。
ＦＣ町田ゼルビアでは『ゼルビア朝礼』実施依頼を
募集しております。
ご希望の小学校がございましたらＦＣ町田ゼルビア事
務局までお問い合わせください。
今後も『次代を担う子どもたちの健全な育成と夢の創

造に貢献するクラブ』として活動に取り組んでまいります。

ポープ ウィリアム選手・
バーンズ アントン選手が
竹ん子学童保育クラブを訪問
　2022年11月25日（金）、ポープ ウィリアム選手・
バーンズ アントン選手が「竹ん子学童保育クラブ」で行
われた、ふれあいゼルビアサッカー教室に参加しました。
選手たちが入ってくると、子どもたちは歓声をあげて

「大きい！巨人みたいだ！」と二選手の身長の高さに驚い
ていました。
サッカー教室では選手たちがパントキックを披露する
と、見たことのないほど高く上がったボールに子どもた
ちは興奮した様子で見上げていました。
普段ゴールキーパーとしてプレーする選手たちもドリブ

ルやシュートを積極的に披露して、終始盛り上がりました。
サッカー教室終了後は、たくさんの子どもたちが「選
手たちを好きになった！」と手を挙げてくれました。
最後は記念撮影と選手たちのサイン会を行いサッ
カー教室は終了となりました。

2022 年12月14日（水）、パートナー企業である
アート引越センター様と連携をし、町田市立忠生小
学校でキャリア教育授業を実施しました。
最初にアート引越センター様より、引越の常識を変

えるいくつもの発想で企業として成長してきたことを
お伝えいただきました。そして現場で活躍する作業員
の方々から引越業務の苦労や、やりがいをお話しいた
だきました。
続いて、重くて大きいタンスを活用して子どもたちが

梱包体験。何も梱包していない状態では持ち上げづら
かったタンスも、梱包してベルトを巻くことで楽に持ち
上げることができました。

ゼルビーはダンボールの組み立てに挑戦しました
が、一緒に行った作業員の方々のダンボールを組み立
てるスピードは圧巻でした！
後半部はダンボールリレーを実施。
アート引越センターの方々に教えていただいたこと

を参考に、全員でダンボールの組み立てに挑戦してリ
レーを楽しみました。
ＦＣ町田ゼルビアでは、ふれあいゼルビア学校訪

問活動のご依頼を募集しております。
キャリア教育授業や部活動での交流などご希望い

ただく内容を受け、こちらからも具体的な内容をご提
案させていただきます。

ゼルビアがっこう in町田市立忠生小学校 を開催

この度、初めて「ゼルビアがっこう」に参加いたしました。
小学生の皆さんには、引越は馴染みがなかったかもし
れませんが、ダンボールを使用したゲームや梱包した
タンスを持ち上げるなどの体験を通じて、引越の仕事を
知っていただく良い機会になったと感じています。
またアート引越センターが人生の転機にする、引越を
安心して任せていただけるよう取り組んでいることを感じ
ていただけたのなら幸いです。貴重な機会をありがとう
ございました。

活動コメント

子どもたちが大きな夢を描ける街に

スクールの詳細･無料体験のお申込みはこちら▶▶

無料体験受付中!!

ゼルビアでサッカーを思いっきり楽しもう!!

FOOTBALL
SCHOOL

FC町田ゼルビアフットボールスクールでは、様々なクラスと会場でスクールを開催していますので、お子様に合ったスクールを選ぶことができます。
まずは無料体験に参加をしてゼルビアのスクールを実際に体験してみよう！
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ゼルビーが『みちピカ町田大作戦！』に参加
1月14日（土）、ゼルビーが町田駅

周辺にて行われた『みちピカ町田大作
戦！』に参加しました。
町田市道路部道路管理課が行う『路

上のガム剥がしや清掃活動』と町田市
環境資源部環境共生課が行う『ポイ捨
て・路上喫煙禁止の啓発』に分かれ活
動を行いました。
ゼルビーは啓発活動グループに合流

し、ご通行中の方々に啓発物品をお渡
ししながら環境美化を呼びかけました。

活動後には残念ながら空き缶やたば
この吸い殻、ポイ捨てされたごみが集
まってしまいました。
また、道路にガムがこびりついてい

る場所は、ヘラなどを使用し除去作業
を行うことでキレイな状況を取り戻しま
した。
活動をしている姿を見ていただくこと

で、より多くの方に環境美化への意識
を高めてもらうことができるよう今後も
積極的に参加してまいります。

環境アシストに一緒に取り組みませんか？
　ＦＣ町田ゼルビアでは、環境アシス
トに一緒に取り組んでいただける企業・団
体を募集しています。テーマは『地域環境
の向上』『地域課題の解決』の 2点です。
昨今の海洋汚染、地球温暖化、生物
多様性の減少など地球環境は日々変化し
ています。次代を担う子どもたちがより良
い環境の中で豊かな暮らしをしていくため
には、いま我々ができることを積極的に取
り組んでいく必要があります。
皆さまが現在行っている活動やこれから

取り組んでいきたいことなど、ＦＣ町田ゼ
ルビアとともに取り組みませんか？
それぞれが得意とするものを活用してい
くことでより良いアクションがうまれていき
ます！
まずはお気軽にご相談ください。

町田と子どもたちの未来のために。

町田市内の移動時、竹林が多くあることに驚かさ
れます。
竹林整備の際に伐採した竹を焼却する場合には、
多くの人員と工程が必要なことを学びました。
その学びから竹林整備をしていくことは町田の課
題である一方で、里山の魅力を高め、災害に強い街
づくりへ繋がっていくと感じました。
地域の方々や地域活動団体の皆さまと一緒に協力
することで、竹林の活用方法を見い出していきたい
と思いますので、ぜひ皆さまもご参加ください。

担当スタッフ
コメント

竹林整備活動や竹灯籠ワークショップを開催

杉村祐貴

Mail：assist@zelvia.co.jp
担当：野村卓也

2月12日（日）、小野路地区にて行
われた竹林整備活動に参加しました。
今回の活動は、ヨリドコ小野路宿裏

手の竹林整備のために伐採された竹な
どを焼却する作業となりました。
まずは参加者が集まり作業工程を確

認してから山へ入ります。
既に伐採された竹を焼却場所へ力を

合わせて移動し、その後は安全に配慮
しながら焼却をしていきました。
ＦＣ町田ゼルビアでは、小野路竹倶

楽部の一員として竹林整備活動や竹の
魅力を楽しむ活動に参加させていただ
いております。
昨年は、竹灯籠づくりワークショップ

やホームゲーム会場での「100 本の竹
灯りと光のアート」を開催しました。
2023 年も引き続き活動に参加して
まいりますので、ワークショップなど開
催の際はぜひご参加ください。
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FC町田ゼルビアのオフィシャルグッズが

オフィシャルWEBショップ
はこちらから

から購入できる！WEB
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ゼルビーが『みちピカ町田大作戦！』に参加
1月14日（土）、ゼルビーが町田駅
周辺にて行われた『みちピカ町田大作
戦！』に参加しました。
町田市道路部道路管理課が行う『路
上のガム剥がしや清掃活動』と町田市
環境資源部環境共生課が行う『ポイ捨
て・路上喫煙禁止の啓発』に分かれ活
動を行いました。
ゼルビーは啓発活動グループに合流
し、ご通行中の方々に啓発物品をお渡
ししながら環境美化を呼びかけました。

活動後には残念ながら空き缶やたば
この吸い殻、ポイ捨てされたごみが集
まってしまいました。
また、道路にガムがこびりついてい
る場所は、ヘラなどを使用し除去作業
を行うことでキレイな状況を取り戻しま
した。
活動をしている姿を見ていただくこと
で、より多くの方に環境美化への意識
を高めてもらうことができるよう今後も
積極的に参加してまいります。

環境アシストに一緒に取り組みませんか？
　ＦＣ町田ゼルビアでは、環境アシス
トに一緒に取り組んでいただける企業・団
体を募集しています。テーマは『地域環境
の向上』『地域課題の解決』の 2点です。
昨今の海洋汚染、地球温暖化、生物
多様性の減少など地球環境は日々変化し
ています。次代を担う子どもたちがより良
い環境の中で豊かな暮らしをしていくため
には、いま我々ができることを積極的に取
り組んでいく必要があります。
皆さまが現在行っている活動やこれから

取り組んでいきたいことなど、ＦＣ町田ゼ
ルビアとともに取り組みませんか？
それぞれが得意とするものを活用してい

くことでより良いアクションがうまれていき
ます！
まずはお気軽にご相談ください。

町田と子どもたちの未来のために。

町田市内の移動時、竹林が多くあることに驚かさ
れます。
竹林整備の際に伐採した竹を焼却する場合には、

多くの人員と工程が必要なことを学びました。
その学びから竹林整備をしていくことは町田の課

題である一方で、里山の魅力を高め、災害に強い街
づくりへ繋がっていくと感じました。
地域の方々や地域活動団体の皆さまと一緒に協力

することで、竹林の活用方法を見い出していきたい
と思いますので、ぜひ皆さまもご参加ください。
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竹林整備活動や竹灯籠ワークショップを開催
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2月12日（日）、小野路地区にて行
われた竹林整備活動に参加しました。
今回の活動は、ヨリドコ小野路宿裏
手の竹林整備のために伐採された竹な
どを焼却する作業となりました。
まずは参加者が集まり作業工程を確
認してから山へ入ります。
既に伐採された竹を焼却場所へ力を
合わせて移動し、その後は安全に配慮
しながら焼却をしていきました。
ＦＣ町田ゼルビアでは、小野路竹倶
楽部の一員として竹林整備活動や竹の
魅力を楽しむ活動に参加させていただ
いております。
昨年は、竹灯籠づくりワークショップ

やホームゲーム会場での「100 本の竹
灯りと光のアート」を開催しました。
2023 年も引き続き活動に参加して
まいりますので、ワークショップなど開
催の際はぜひご参加ください。
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1月 28日（土）、小山田
緑地公園にて親子サッカー
教室を実施しました。

20 組以上の親子に参加いただき、ＦＣ
町田ゼルビアのスクールコーチ達による親
子サッカー教室は、ボールを使った準備
運動からスタート。
ドリブルを練習した後は、お父さんお母

参加者の中には、日頃からＦＣ町田
ゼルビアを応援してくれていたりスクー
ルに通っている子どもたちはもちろんの
こと、初めてＦＣ町田ゼルビアのイベン
トに参加した親子がいたりと様々な方に
参加いただけたことも嬉しく思います。
町田市には「小山田緑地公園」のよ
うな自然が豊かで、且つ運動も楽しめ
る公園施設がたくさんあります。地域の
方々だけでなく町田市や多くの方々に
ＦＣ町田ゼルビアを通して、その魅力を
感じてご利用いただければ幸いです。
今後も、町田の魅力を発信しながら
皆さまの健康もアシストできるよう活動
していきたいと思います！

昨年も実施させていただいた親子
サッカー教室ですが、今回は更に多くの
お申込みをいただきたくさんの親子が参
加してくれました。
慣れない運動にも親子で協力して
チャレンジして成功した時の笑顔や、
「お父さんお母さんに負けないぞ！」と
いう気持ちが伝わるくらい一生懸命に
ボールを追いかける子どもたちの姿が印
象的でした。

小池万次郎

ゼルビーが『からだ測定会×運動プログラム』
に参加
2月 9日（木）、ゼルビーが健康福

祉会館にて行われた『からだ測定会
×運動プログラム』に参加しました。
町田市と健康づくりに向けた包括

的連携に関する協定を締結している
ＦＣ町田ゼルビアと明治安田生命保
険相互会社の 3 者が協働し、市民の
方々の健康づくりに向けたプログラム
を実施しています。
明治安田生命保険相互会社が実

施する血管年齢測定とベジチェックを

ゼルビーが訪問し、参加者の方々と
交流。
歯科衛生士による咀しゃく力チェッ

クや管理栄養士による講話が行われ
参加者の方々も自身の日常生活と照
らし合わせながら話を聞いていまし
た。
最後のプログラムとして行われた

ＦＣ町田ゼルビアの運動プログラムで
は、おうちでできる簡単なストレッチと
手遊びをみんなで一緒に行いました。

10km 超え！ 成瀬駅から男気コース !! を開催
　2023 シーズンの開幕戦、史上初の成瀬駅ルートが開通。
　ＦＣ町田ゼルビアサポーターとベガルタ仙台サポーターによる魂の完歩！

【開会式】
「鶴川から来ました！」「初めて天空の城に行
くんですけど、男気に参加してみました！」って。
おいおい！ヤル気が半端ないって～！

【近道失敗】
アニキ痛恨のミス！予定していたルートを通
行中に坂道を発見。欲が出たのか急遽ルート
変更をしたがまさかの行き止まり…。みんな
笑って許してくれるほど一体感ある勇者たちに
感謝！

【予想を裏切るルート選択】
勇者たちの予想を上回るルート選択。
町田の魅力を最大限に感じながら歩ける
ルートはやはり男気コース !! の醍醐味。
【最高のフィナーレ】
男気一行が天空の城 野津田へ到着すると
多くの方から大きな拍手が！
拍手に労いの言葉だけでなく、Z 劇場へ
まさかの出演。一気に達成感が高まりみん
なのはじける笑顔が最高でした。

さんとの対決や、家族対抗でのミニゲー
ムを実施しました。
サッカー教室の最後は、親子が入り混

じってのゲームを実施。
家族はもちろん、他のお友達とも協力し

てたくさんのゴールが生まれました。
お天気も良く、元気いっぱいに楽しんで

いる親子の笑顔がとっても素敵でした！

小山田緑地公園にて小山田緑地公園にて親子サッカー教室親子サッカー教室を実施を実施

※ 男気コース !! は身近なエコとして自動車の使用を控え、CO2 削減とともに近隣交通渋滞の
緩和、体を動かすことでより健康的にホームゲームを楽しむことを目的として行っています。

担当スタッフ
コメント

クラブゼルビスタ2023＆シーズンシート

会員募集中！
最もお得にホームゲーム全試合を観戦できる「シーズンシート」
１試合観戦だけでもお手軽＆お得な「クラブゼルビスタ」
あなたにぴったりなプランがここに！

FC町田ゼルビアオフィシャルファンクラブ
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2022シーズン、ホームゲーム会場でクラブ史上
初となる『センサリールーム』を設置しました。
当日を迎える前に、町田市子ども発達センターの

ご担当者様と「ミーティング」、「現地視察」、「諸室
へ備品を入れてのリハーサル」を重ねて当日を迎え
ました。
日頃から取り組んでいる非日常的な空間づくりを

意識しつつも、町田市子ども発達センターで使用し
ている備品を部屋に用意することで、いつもと変わ
らず安心できる要素を取り入れるなど工夫を凝らし
ました。
当日は、2組のご家庭にご来城をいただきました。
部屋に入ると子どもたちは、センサリールームの

空間に大喜び！窓から見渡すピッチやスタンドの眺
めに「わぁ～すご～い！」「見て！こっちにいっぱい人
がいるよ」と保護者の方々に積極的に教えてあげて
いました。

部屋に設置されたぬりえを楽
しみながら、「ゼルビーは来るか
な。見せてあげたいなー。」と言
いながら思いきりよく描く姿がと
ても印象的でした。
そして、センサリールームにゼ

ルビーが登場すると、頑張って
描いたぬりえをゼルビーに見ても
らったり写真撮影したりと楽しん
でいました。
ご参加いただいた保護者の

方々からは「夜に子どもを連れて
の外出はハードルが高く、実は
今回が初めてなんです。」「来てみ
たいと思っていたけど、スタンド
での観戦はハードルが高く、今回こんなに落ち着いて見ら
れる部屋を用意いただけたことが嬉しい！」「家のように落
ち着いていられる空間だからこそ、子どもと安心して過ごす
ことができた。」とポジティブな意見を多くいただきました。
ＦＣ町田ゼルビアでは、今後も町田市子ども発達セン

ターと連携し、センサリールームに取り組んでまいります。

「伴歩体験会」を開催
2022年 8月27日（土）、町田GION
スタジアムにて伴歩体験会を開催しま
した。
町田市生涯学習センター様・株式会

社TERADA 様にご協力いただき、18 名
の方が参加されました。
視覚障がい当事者に寄り添い、安心

して安全に歩けるように路面状況を説
明し、走路の確保、進行方向を伝えな
がら一緒に歩く「伴歩」を通じて、障
がいの有無に関わらず、お互いの理解
を深めることを目的として行いました。
アイマスクを装着し視覚を遮った中

で歩くことへの不安感、逆にその不安
感を安心感へと変えるために積極的に

寄り添い・声かけしながら歩くなど両
面を体験することで理解を深めていく
ことができました。参加された方々か
らは「街で困っている姿を見てサポー
トしたいという思いにかられながら
も、実際はどうしたら良いのだろうと
足踏みしてしまう自分がいたが、今回
の体験を通じて声かけの仕方や寄り添
い方を学習できました !」「みんなが安
心して生活していくためには共助が必
要と感じる中、今回の体験会のように
様々な取り組みが広がっていってほし
いし、今後も実施される際はぜひ参加
したい !」と非常に前向きな感想をい
ただきました。

「認知症サポーター養成講座」を開催
　ＦＣ町田ゼルビアでは、認知症になっ
てもスタジアムでサッカー観戦を楽しめる
環境づくりに取り組んでいます。
これまでに、認知症の方やそのご家族
の居場所づくりを行う一般社団法人Ｄフレ
ンズ町田や認知症当事者が行きたい所に
行こうプロジェクト実行委員の方々ととも
に、認知症当事者と支援者が一緒にホー
ムゲームを観戦するツアーなどを実施して
きました。
この取り組みに町田市が賛同し、ＦＣ町
田ゼルビアサポーターを対象とした「認知
症サポーター養成講座」を開催しました。
はじめに認知症当事者の方より実体験
や日常生活の中で不安に感じること、自
分自身の捉え方などについてお話しいただ

くところから始まりました。
そして、講師のキャラバン・メイト 星倉
裕文氏（クリエーティブカミヤ株式会社）
より「そもそも認知症って何？」「どのよう
な関わり方やサポートが必要なの？」とい
う点をわかりやすく説明いただきました。
2人1組で「お花の名前」を言い合いつ

つ、挙げた名前を順番通りに覚えていくと
いうゲームにもチャレンジしました。20 個
以上を順番通りに言えるよう目指しましょ
う！というアナウンスにビックリしながらも
楽しそうに一生懸命取り組んでいました。
受講後、参加者の方々からは「見守るこ
との重要性を理解し、サポートのハードル
は高くないんだと感じました」など受講前
との変化が多く見られました。

担当スタッフ
コメント

クラブ史上初！クラブ史上初！  センサリールームセンサリールームを設置を設置

野村卓也

「センサリールーム」とは、視覚・聴覚など感覚過敏の
症状がある人やその家族が、周辺環境に左右されることな
く、安心して過ごせる部屋のことです。
通常のスタンド観戦にハードルを感じられるご家族にお

いても、センサリールームを活用いただくことでお楽しみ
いただきたいと設置トライアルを行いました。

「ホームゲーム会場を誰もが楽しめる空間にしたい！」
という思いは、Ｊリーグをはじめ他クラブの取り組みを
知る中で高まりました。
前向きにご協力いただく町田市子ども発達センターさ
んと試行錯誤しながら町田スタイルを構築し、ご来城い
ただくファミリーに最大限楽しんでいただくことを目指
し、2023シーズンも取り組んでまいります。

A S S I S T  f o r  W E L F A R E

福祉
アシスト

人と人のつながりが
生まれる街に

人と人のつながりが
生まれる街に

ＦＣ町田ゼルビアに関わる多くの人たちの『想い』をここに綴っていきます。ＦＣ町田ゼルビアに関わる多くの人たちの『想い』をここに綴っていきます。『想い』

NEWS PAPER06 2023.spring



ITWDプログラミング教室 町田校
株式会社旭不動産
朝日リビング株式会社
株式会社アジラ
有限会社東典礼
秋山内装
アドバンスK.P
アネックス株式会社
株式会社アバールデータ
株式会社アベ企画
アメージングアクティビティ株式会社
市川司法書士事務所
博多老舗いっぷくラーメン
株式会社インターバディ
株式会社INDIGO
株式会社ウィンベル
株式会社ウェブトラスト
魚河岸美舟
今野瓦店
インテリア参壱々丸
牛越塗装
うなぎ 町田双葉
株式会社A.I.FACTORY
株式会社エクサバイト
株式会社エコテック
株式会社エスエーシー
AK PAINTING
株式会社エスプラン
S-PORT
株式会社FPクリエイション
有限会社エム・ビルド
株式会社オリバー
株式会社会議室コンシェルジュ
貸会議室・貸ホール代理店ＮＡＴＵＬＵＣＫ
有限会社ALL NEXT
株式会社オルガロ
株式会社Garden
大久保建工
大蔵湯
株式会社カイト
花王グループカスタマーマーケティング
株式会社
家具工房KASHO
Colored Pencil Animation Japan株式会社
大原美装
小川塗装
岳大土木株式会社
隠れ家食堂
華月
社会福祉法人 嘉祥会
合同会社カシワヤ
數田電工
加藤行政書士・社会保険労務士事務所
金井商店会
カノウ薬局
神蔵興業有限会社

神のよだれ
かもめClinic
川田屋株式会社
環境エクステリア株式会社
キタザワ・トレーディング株式会社
北村建築設計事務所
Kitchen＆Bar No,7
株式会社きめたハウジング
BeautySalon QuEpi
株式会社くらしの窓保険
株式会社グラスビトウィーン
株式会社グリーン山愛
グリーン警備保障株式会社
株式会社グローバルケー
クリエーティブカミヤ株式会社
株式会社グレースコーポレーション・
ジャパン
クローバーランド株式会社
株式会社グローバルツアー
コシード デ ソル
K-FRONTIER株式会社
健康生き甲斐リエゾン協議会
健康生き甲斐リエゾン町田
美容室Coconfouato
米家きゅうさん
株式会社サクライズ
河野防水
斉藤塗装
櫻井三樹子社会保険労務士事務所
サプティー株式会社
佐藤建装
三共自動車株式会社
株式会社サンライン
サンリツオートメイション株式会社
株式会社ジーエムピー
株式会社シーティーアイ
CPサロン町田店
JA町田市
重田畳店
合同会社しなもんや
重南米穀店
合同会社翔栄建設
修栄塗装
株式会社俊英館
省宗リフォーム
正太楼
城南信用金庫
株式会社昌文社
パーソナルジムSTREAM
行政書士高見澤事務所
George Town
スガナミ楽器
すずか
綜合警備保障株式会社 南多摩支社
鈴木電器
医療法人社団相明会

株式会社ソリドール
株式会社髙山商店
たぬき屋 久保田陶器店
有限会社田畑造園
滝瀬工業
辰巳塗装
株式会社タマガワイーサポート
たま整骨院
有限会社チアクリエーション
社会福祉法人竹清会
中央消防機器株式会社
長永スポーツ工業株式会社
塚本会計事務所
TSUTAYA西友町田店
TSUTAYA町田木曽店
鶴川記念病院
闘牛門
有限会社ディ･エス･インターナショナル・
コンサルティング
株式会社東京綜合造園
東京土建一般労働組合町田支部
町田デザイン＆建築専門学校
株式会社東和ホーム
浪越指圧センター
トータルハンズ
有限会社長田工業
成瀬不動産株式会社
日成機材株式会社
西原タイル
塗り匠
bar&curry noi
ノースシーリング
野澤・中野法律事務所
Bar Funny Beat
Bar RUMBULLION
ハウスコート
有限会社萩生田商事
小料理Bar 白圭
長谷川左官工業
花井商店
八昭印刷株式会社
バニラシュガー
原塗装工業
まいどおおきに 町田木曽食堂
株式会社パブリック商会
原町田四丁目商店会
医療法人社団多摩医療会 原町田診療所
東日本タクシー株式会社
有限会社ビケリフォーム
ピコイ神奈川
株式会社久美堂
有限会社土方精肉店
株式会社フォーシンク
富士フイルムビジネスイノベーション・
ジャパン株式会社
HIRAYAMA

福田装建
株式会社ブランディングワークス
町田駅前矯正歯科
有限会社ブルーウェイ
パーソナルトレーニングジムBrain
ヘアーアンドメイク エルフ
ペイントホームズ日熊
眞﨑板金店
Progress
株式会社ホクレイ
ホシザキ東京株式会社町田営業所
ホテル町田ヴィラ
町田焙煎珈琲株式会社
町田いずみ浄苑
町田一番街
町田駅前グレイス歯科・矯正歯科
町田シビック綜合法律事務所
株式会社セん・カネコ
町田歯科・矯正歯科
町田ドライヴィングスクール
町田ハイトラスト株式会社
公益社団法人 町田法人会
まほろ座MACHIDA
松風建装
まつもとext合同会社
丸治屋せんべい店
旬菜酒房まるはば
株式会社三井製作所
溝呂木塗装
三原工芸
MIRAI LINK株式会社
株式会社モアチェン
無邪気
モレイク
有限会社守屋設備設計企画
焼鳥ブルース
やさいのナイトウ
有限会社山路フード
有限会社洋光
山下瓦店
株式会社ヤマショウ建設
リックスカフェアメリカン
RAYMOND Next
吉野建装
隆星引越センター
ル・ソレイユ
株式会社れんたま
レンブラントホテル東京町田
企業組合ワーカーズ・コレクティブ凡
株式会社ワンズオフィス
ワイズ

BL100% 70% 40%

【 2023年 ゼルビアアシスト 協賛企業一覧 】

ＦＣ町田ゼルビアの活動にご理解とご協力をいただき
厚く御礼を申し上げます

(敬称略、五十音順)

2023年3月1日現在

2022シーズン、ホームゲーム会場でクラブ史上
初となる『センサリールーム』を設置しました。
当日を迎える前に、町田市子ども発達センターの
ご担当者様と「ミーティング」、「現地視察」、「諸室
へ備品を入れてのリハーサル」を重ねて当日を迎え
ました。
日頃から取り組んでいる非日常的な空間づくりを
意識しつつも、町田市子ども発達センターで使用し
ている備品を部屋に用意することで、いつもと変わ
らず安心できる要素を取り入れるなど工夫を凝らし
ました。
当日は、2組のご家庭にご来城をいただきました。
部屋に入ると子どもたちは、センサリールームの
空間に大喜び！窓から見渡すピッチやスタンドの眺
めに「わぁ～すご～い！」「見て！こっちにいっぱい人
がいるよ」と保護者の方々に積極的に教えてあげて
いました。

部屋に設置されたぬりえを楽
しみながら、「ゼルビーは来るか
な。見せてあげたいなー。」と言
いながら思いきりよく描く姿がと
ても印象的でした。
そして、センサリールームにゼ
ルビーが登場すると、頑張って
描いたぬりえをゼルビーに見ても
らったり写真撮影したりと楽しん
でいました。
ご参加いただいた保護者の
方々からは「夜に子どもを連れて
の外出はハードルが高く、実は
今回が初めてなんです。」「来てみ
たいと思っていたけど、スタンド
での観戦はハードルが高く、今回こんなに落ち着いて見ら
れる部屋を用意いただけたことが嬉しい！」「家のように落
ち着いていられる空間だからこそ、子どもと安心して過ごす
ことができた。」とポジティブな意見を多くいただきました。
ＦＣ町田ゼルビアでは、今後も町田市子ども発達セン
ターと連携し、センサリールームに取り組んでまいります。

「伴歩体験会」を開催
2022年 8月27日（土）、町田GION
スタジアムにて伴歩体験会を開催しま
した。
町田市生涯学習センター様・株式会

社TERADA 様にご協力いただき、18 名
の方が参加されました。
視覚障がい当事者に寄り添い、安心

して安全に歩けるように路面状況を説
明し、走路の確保、進行方向を伝えな
がら一緒に歩く「伴歩」を通じて、障
がいの有無に関わらず、お互いの理解
を深めることを目的として行いました。
アイマスクを装着し視覚を遮った中
で歩くことへの不安感、逆にその不安
感を安心感へと変えるために積極的に

寄り添い・声かけしながら歩くなど両
面を体験することで理解を深めていく
ことができました。参加された方々か
らは「街で困っている姿を見てサポー
トしたいという思いにかられながら
も、実際はどうしたら良いのだろうと
足踏みしてしまう自分がいたが、今回
の体験を通じて声かけの仕方や寄り添
い方を学習できました !」「みんなが安
心して生活していくためには共助が必
要と感じる中、今回の体験会のように
様々な取り組みが広がっていってほし
いし、今後も実施される際はぜひ参加
したい !」と非常に前向きな感想をい
ただきました。

「認知症サポーター養成講座」を開催
　ＦＣ町田ゼルビアでは、認知症になっ
てもスタジアムでサッカー観戦を楽しめる
環境づくりに取り組んでいます。
これまでに、認知症の方やそのご家族
の居場所づくりを行う一般社団法人Ｄフレ
ンズ町田や認知症当事者が行きたい所に
行こうプロジェクト実行委員の方々ととも
に、認知症当事者と支援者が一緒にホー
ムゲームを観戦するツアーなどを実施して
きました。
この取り組みに町田市が賛同し、ＦＣ町
田ゼルビアサポーターを対象とした「認知
症サポーター養成講座」を開催しました。
はじめに認知症当事者の方より実体験
や日常生活の中で不安に感じること、自
分自身の捉え方などについてお話しいただ

くところから始まりました。
そして、講師のキャラバン・メイト 星倉

裕文氏（クリエーティブカミヤ株式会社）
より「そもそも認知症って何？」「どのよう
な関わり方やサポートが必要なの？」とい
う点をわかりやすく説明いただきました。
2人1組で「お花の名前」を言い合いつ

つ、挙げた名前を順番通りに覚えていくと
いうゲームにもチャレンジしました。20 個
以上を順番通りに言えるよう目指しましょ
う！というアナウンスにビックリしながらも
楽しそうに一生懸命取り組んでいました。
受講後、参加者の方々からは「見守るこ

との重要性を理解し、サポートのハードル
は高くないんだと感じました」など受講前
との変化が多く見られました。

担当スタッフ
コメント

クラブ史上初！クラブ史上初！  センサリールームセンサリールームを設置を設置

野村卓也

「センサリールーム」とは、視覚・聴覚など感覚過敏の
症状がある人やその家族が、周辺環境に左右されることな
く、安心して過ごせる部屋のことです。
通常のスタンド観戦にハードルを感じられるご家族にお

いても、センサリールームを活用いただくことでお楽しみ
いただきたいと設置トライアルを行いました。

「ホームゲーム会場を誰もが楽しめる空間にしたい！」
という思いは、Ｊリーグをはじめ他クラブの取り組みを
知る中で高まりました。
前向きにご協力いただく町田市子ども発達センターさ
んと試行錯誤しながら町田スタイルを構築し、ご来城い
ただくファミリーに最大限楽しんでいただくことを目指
し、2023シーズンも取り組んでまいります。

A S S I S T  f o r  W E L F A R E

福祉
アシスト

人と人のつながりが
生まれる街に

人と人のつながりが
生まれる街に

皆さまからのアシスト(協賛)をお待ちしております！
次世代へと繋げる魅力的な街づくりを共に行いましょう！

「FC町田ゼルビア」
を検索1 必要事項を入力して

「送信」ボタンをクリック3 後日、クラブより
ご連絡いたします4メニューバーの「HOMETOWN」より

「ゼルビアアシスト募集」をクリック2

協賛企業募集
お申込み方法

※書面にてお申込みの際は申込用紙に必要事項をご記入のうえ、担当にお渡しいただくかFAXでご送信ください。申込用紙は担当よりお渡しいたします。また、ホームページからもダウンロードいただけます。
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2023 対戦スケジュール

2023 season
HOME GAME

from April to July

天空の城 野津田
（町田GIONスタジアム）

4.2 KICK OFF 
14 :00日

藤枝MYFC

4.8 KICK OFF 
14 :00土

ブラウブリッツ秋田

4.16 KICK OFF 
14 : 00日

大分トリニータ

4.29 KICK OFF 
14 : 00

土・祝

ロアッソ熊本

5.7 KICK OFF 
14 :00日

ファジアーノ岡山

5.17 KICK OFF 
19 :00水

レノファ山口 FC

5.21 KICK OFF 
14 : 00日

清水エスパルス

6.11 KICK OFF 
14 : 00日

V・ファーレン長崎

7.1 KICK OFF 
18 :00土

大宮アルディージャ

7.9 KICK OFF 
18 :00日

東京ヴェルディ

7.22 KICK OFF 
18 : 00土

ジェフユナイテッド千葉

7.29 KICK OFF 
18 : 00土

徳島ヴォルティス

第
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第
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第
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節

第

7
節

第
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節

第

17
節

第

20
節

第

14
節

第

25
節

第

27
節

第

28
節

第

23
節
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